
り
ら
き

甘
楽
人

― 

こ
の
地
で
輝
く 

―

Pizzeria 凸 deco
大澤　仁さん

　　　奈緒美さん

か
ん
ら
び
と
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 ピッツェリア　　デコ

食を通じて地域の魅力を伝える

大澤さんご夫妻の活
躍はインスタグラム
をご覧ください→

　
造
石
の
国
道
2
5
4
号
線
バ
イ

パ
ス
沿
い
に
大
澤
仁
さ
ん
と
奈
緒

美
さ
ん
が
営
む
本
格
ナ
ポ
リ
ピ
ッ

ツ
ァ
専
門
店「
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
凸

デ
コ
」が
あ
り
ま
す
。
以
前
は
、

町
外
で
お
店
を
開
い
て
い
ま
し
た

が
、「
自
分
が
居
心
地
が
よ
い
場
所

で
な
い
と
良
い
物
が
作
れ
な
い
」

と
い
う
仁
さ
ん
と
、「
緑
が
多
い
中

で
子
育
て
し
た
い
」と
い
う
奈
緒

美
さ
ん
の
思
い
が
重
な
り
、
移
住

し
開
業
７
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
仁
さ
ん
こ
だ
わ
り
の
薪ま

き

を
使
っ

た
窯
は
客
席
か
ら
も
見
え
、
香
ば

し
い
良
い
香
り
が
漂
い
、
味
は
も

ち
ろ
ん
そ
の
雰
囲
気
で
も
料
理
を

楽
し
め
ま
す
。
そ
の
窯
で
焼
き

上
げ
る
の
は
本
格
ナ
ポ
リ
ピ
ッ

ツ
ァ
。「
イ
タ
リ
ア
料
理
は
郷
土
色
、

郷
土
愛
に
満
ち
た
料
理
。
旬
を
大

事
に
し
て
、
野
菜
の
お
い
し
さ
を

表
現
し
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
持
つ

仁
さ
ん
は
、
時
に
は
町
内
の
農
家

を
訪
問
し
栽
培
や
収
穫
の
様
子
を

学
び
、
農
家
の
思
い
や
苦
労
を
理

解
し
た
う
え
で
お
客
さ
ん
に
料
理

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
思
い

は
農
家
の
皆
さ
ん
に
も
伝
わ
り
信

頼
関
係
が
構
築
さ
れ
、
生
産
し
た

野
菜
を
使
っ
て
ほ
し
い
と
お
店
を

訪
れ
る
地
元
農
家
も
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
生
活
ス
タ
イ

ル
の
変
化
に「
考
え
さ
せ
ら
れ
る

も
の
が
あ
っ
た
」と
話
す
２
人
は

町
内
産
の
フ
ル
ー
ツ
な
ど
を
使
っ

た
無
添
加
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店
の
開

業
も
決
意
。
週
末
に
は
地
場
野
菜

を
使
っ
た
料
理
を
求
め
て
や
っ
て

く
る
県
外
か
ら
の
観
光
客
で
に
ぎ

わ
い
、
今
後
は
、
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
し
て
、
野
菜
の

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
・
ピ
ッ
ツ
ァ
・

ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
登
録
を
目
指
し
て

お
り
、
日
々
奮
闘
中
。

　
町
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

宣
言
を
受
け「
農
家
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
町
の
人
に
事
あ
る
ご
と

に
助
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
町
の

人
は
温
か
み
が
違
う
。
こ
れ
を
返

さ
な
い
と
。
自
分
た
ち
に
し
か
で

き
な
い
こ
と
を
や
っ
て
宣
言
を
盛

り
上
げ
た
い
」と
２
人
は
顔
を
見

合
わ
せ
ま
す
。
地
域
の
人
や
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い

る
お
二
人
で
し
た
。

（敬称略。11月30日入金確認まで。公表希望のみ掲載）ふるさとづくり寄附金
事業の区分 金　額 氏　名

歴史を生かしたまちづくりに関する事業 165,000円

今井和男（東京都）
自然環境の保全に関する事業 165,000円
健康増進及び福祉の向上に関する事業 165,000円
産業の振興に関する事業 165,000円
教育・文化・スポーツ活動の充実に関する事業 165,000円

◦◦ 善意に深く感謝し、広く皆さんにお知らせします ◦◦
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日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
人
は
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て

い
る
人
を
除
き
、
国
民
年
金
へ
の
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

納
付
方
法

▼
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

定
期
的
に
納
め
ま
す
。
手
間
が
か
か
ら

ず
、納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
現
金

　
納
付
書
を
使
用
し
、
金
融
機
関
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
し
ま
す
。

▼
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

　
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド

を
決
済
ア
プ
リ
で
読
み
取
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
納
付
で
き
ま
す
。

▼
電
子
納
付（
P
a
y
︲
e
a
s
y
）

　
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
収
納
機
関
番

号
、
納
付
番
号
、
確
認
番
号
を
使
い
、

ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
A
T
M
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
モ
バ
イ
ル
・
テ
レ
フ
ォ

ン
バ
ン
キ
ン
グ
で
納
付
で
き
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
と
き
は

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
未
納
の

ま
ま
に
せ
ず
免
除
・
猶
予
制
度（
左
の

表
参
照
）を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
に
は
…

　

定
額
保
険
料（
令
和
６
年
度
は
月
額

１
６
，
9
８
０
円
）に
加
え
、
付
加
保

険
料（
月
額
４
０
０
円
）を
納
め
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ

さ
れ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
付
加

保
険
料
制
度
が
あ
り
ま
す
。

〝
老
後
〟の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

の「
老
齢
基
礎
年
金
」の
ほ
か
、「
障
害
基

礎
年
金
」や「
遺
族
基
礎
年
金
」が
あ
り

ま
す
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■ 

住
民
課
住
民
係
☎

（64）
８
３
１
４

■
問
い
合
わ
せ

　
・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
０
５
７
０ 

ー 

０
５ 

ー 

１
１
６
５

　
・
高
崎
年
金
事
務
所（
代
表
）

　
　
☎
０
２
７ 

ー 

３
２
２ 

ー 

４
２
９
９

　
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
は

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
１
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け
て「
令
和
６
年
分
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」が
送
ら

れ
ま
す
。
源
泉
徴
収
票
は
、
昨
年
中

に
支
払
わ
れ
た
年
金
額
や
年
金
か
ら

差
し
引
い
た
税
額
・
控
除
の
内
容
な

ど
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　
年
金
の
ほ
か
に
収
入
が
あ
る
な
ど

の
理
由
で
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、

申
告
手
続
き
の
際
に
こ
の
源
泉
徴
収

票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
の
手
続
き

な
ど
の
詳
細
は
こ
ち
ら
→

遺　　族
基礎年金

障　　害
基礎年金

老　　齢
基礎年金

一家の働き手
が亡くなった
際に、配偶者
や子どもが受
け取る年金

病気やけがな
どで障がい者
になった際に
受け取る年金

65歳から生活
費の一部とし
て受け取る年
金

学生納付
特例制度

学生本人の所得が一定額以下の場合、在学期間中の保険料の
納付が猶予されます。対象は、学校教育法に規定する大学・
大学院・短期大学・高等学校・高等専門学校・専修学校・各
種学校（修業年限が１年以上の課程）などに在学する人です。

納　　付
猶予制度

学生ではない50歳未満の人で、働いていないなどの理由で生
活に余裕がない場合に、本人・配偶者それぞれの所得が一定
額以下の人は、保険料の納付が猶予されます。

免除制度
失業や災害など経済的な理由で保険料を納めることが難しい
場合、本人・配偶者・世帯主それぞれの所得が一定額以下の
人は全額もしくは保険料の一部が免除されます。

世
代
と
世
代
の

世
代
と
世
代
の

支
え
合
い
の
仲
間
へ

支
え
合
い
の
仲
間
へ

■ 免除・猶予制度

将来の
“まさか”に

今の
“まさか”に

老後の
“安心”に

源
泉
徴
収
票
が
送
ら
れ
ま
す

老
齢
年
金
受
給
者
の

皆
さ
ん
に
は
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